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変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

国
会
事
項

皇
室
事
項

官
庁
報
告

平成™›年›月œ日 木曜日 第œ��›号官 報
〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
五
十
号

石
狩
川
水
系
に
係
る
指
定
区
間
外
の
一
級
河
川
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
付
け
で
告
示
さ
れ
た
建
設
省

告
示
第
八
百
二
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

関
係
図
面
の
う
ち
、
第
百
五
十
号
図
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
札
幌
開
発
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
五
日

北
海
道
開
発
局
長

高
松

泰

（
図
面
省
略
）

衆

議

院

要
求
書
受
領

四
月
三
日
、
内
閣
か
ら
、
人
事
官
に
吉
田
耕
三
を
任
命

し
た
い
の
で
、
国
家
公
務
員
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
本
院
の
同
意
を
得
た
い
旨
の
要
求
書
を
受
領
し
た
。

又
、
同
日
、
内
閣
か
ら
、
国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
委

員
に
小
早
川
光
郎
、
ˆ
橋
寿
一
、
渡
井
理
佳
子
、
牧
原
出

及
び
篠
Ä
由
紀
子
を
任
命
し
た
い
の
で
、
地
方
自
治
法
第

二
百
五
十
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
本
院
の
同
意
を

得
た
い
旨
の
要
求
書
を
受
領
し
た
。

又
、
同
日
、
内
閣
か
ら
、
日
本
銀
行
政
策
委
員
会
審
議

委
員
に
河
野
龍
太
郎
を
任
命
し
た
い
の
で
、
日
本
銀
行
法

第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
本
院
の
同
意
を
得
た

い
旨
の
要
求
書
を
受
領
し
た
。

又
、
同
日
、
内
閣
か
ら
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

委
員
に
牛
丸
聡
を
任
命
し
た
い
の
で
、
社
会
保
険
医
療
協

議
会
法
第
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
本
院
の
同
意
を
得

た
い
旨
の
要
求
書
を
受
領
し
た
。

質
問
書
提
出

四
月
三
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

東
京
電
力
の
賠
償
金
支
払
促
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
秋
葉
賢
也
提
出
）

汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
に
お
け
る
健
康
管
理
調
査
に

関
す
る
再
質
問
主
意
書
（
秋
葉
賢
也
提
出
）

答
弁
書
受
領

四
月
三
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

衆
議
院
議
員
柿
澤
未
途
提
出
郵
政
事
業
の
関
連
法
人
の

整
理
・
見
直
し
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
斎
藤
や
す
の
り
提
出
八
ッ
場
ダ
ム
の
地
す

べ
り
対
策
及
び
代
替
地
安
全
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
河
野
太
郎
提
出
東
京
電
力
の
電
力
料
金
引

き
上
げ
に
対
す
る
政
府
の
対
応
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
河
野
太
郎
提
出
東
京
電
力
の
電
力
料
金
引

き
上
げ
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
河
野
太
郎
提
出
電
力
料
金
の
引
き
上
げ
を

求
め
る
前
に
東
京
電
力
が
取
る
べ
き
行
動
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
河
野
太
郎
提
出
電
力
の
自
由
化
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
提
出
富
山
空
港
の
冬
季
就
航
率

改
善
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
馳
浩
提
出
大
学
の
秋
入
学
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
馳
浩
提
出
脱
法
ハ
ー
ブ
の
取
り
締
ま
り
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
今
冬
の
豪
雪
に
よ
る
リ
ン

ゴ
雪
害
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
腎
疾
患
対
策
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書

参

議

院

答
弁
書
受
領

四
月
三
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

参
議
院
議
員
平
山
誠
提
出
東
日
本
大
震
災
に
関
わ
る
会

議
の
議
事
録
の
不
作
成
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答

弁
書
（
第
七
〇
号
）

参
議
院
議
員
福
島
み
ず
ほ
提
出
関
西
電
力
大
飯
原
発

三
・
四
号
機
の
再
稼
動
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書
（
第
七
一
号
）

報
告
書
提
出

四
月
三
日
委
員
長
か
ら
次
の
報
告
書
を
提
出
し
た
。

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法

第
一
九
号
）
審
査
報
告
書

要
求
書
受
領

四
月
三
日
内
閣
か
ら
、
左
記
の
者
を
人
事
官
に
任
命
し

た
い
の
で
、
国
家
公
務
員
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
本
院
の
同
意
を
求
め
る
旨
の
要
求
書
を
受
領
し
た
。

記

（
四
月
七
日
任
期
満
了
の
江
利
川
毅
の
後
任
）

吉
田

耕
三

ま
た
、
同
日
内
閣
か
ら
、
左
記
の
者
を
国
地
方
係
争
処

理
委
員
会
委
員
に
任
命
し
た
い
の
で
、
地
方
自
治
法
第
二

百
五
十
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
本
院
の
同
意
を

求
め
る
旨
の
要
求
書
を
受
領
し
た
。

記

（
四
月
十
六
日
任
期
満
了
の
磯
部
力
の
後
任
）

小
早
川
光
郎

（
同
日
任
期
満
了
の
長
谷
部
恭
男
の
後
任
）ˆ

橋

寿
一

（
同
日
任
期
満
了
の
岩
崎
美
紀
子
の
後
任
）渡

井
理
佳
子

（
同
日
任
期
満
了
の
大
橋
洋
一
の
後
任
）

牧
原

出

（
同
日
任
期
満
了
に
よ
る
再
任
）

篠
Ä
由
紀
子

ま
た
、
同
日
内
閣
か
ら
、
左
記
の
者
を
日
本
銀
行
政
策

委
員
会
審
議
委
員
に
任
命
し
た
い
の
で
、
日
本
銀
行
法
第

二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
本
院
の
同
意
を
求
め

る
旨
の
要
求
書
を
受
領
し
た
。

記

（
四
月
四
日
任
期
満
了
の
中
村
清
次
の
後
任
）

河
野
龍
太
郎

ま
た
、
同
日
内
閣
か
ら
、
左
記
の
者
を
中
央
社
会
保
険

医
療
協
議
会
委
員
に
任
命
し
た
い
の
で
、
社
会
保
険
医
療

協
議
会
法
第
三
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
本
院
の
同
意

を
求
め
る
旨
の
要
求
書
を
受
領
し
た
。

記

（
四
月
七
日
任
期
満
了
に
よ
る
再
任
）

牛
丸

聡

国
立
国
会
図
書
館

辞
令

（
調
査
及
び
立
法
考
査
局
行
政
法
務

課
長
）
国
立
国
会
図
書
館
調
査
員

小
林

公
夫

主
任
調
査
員
を
命
ず
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
政
治
議
会
調
査
室
付
を
命
ず
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
政
治
議
会
課
憲
法
室
長
兼
務
を
命

ず
る

（
総
務
部
付
主
任
参
事
）
国
立
国
会

図
書
館
参
事

松
本

保

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

主
任
司
書
を
命
ず
る

電
子
情
報
部
付
を
命
ず
る
（
以
上
四
月
一
日
）

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
四
月
四
日
セ
ネ
ガ
ル
国
の
独
立
記
念
日

に
つ
き
、
同
月
三
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ

ら
れ
た
。官

庁
事
項

旅
券
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
一
般
旅

券
の
返
納
命
令
に
関
す
る
通
知

平
成
二
十
四
年
四
月
五
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

次
に
掲
げ
る
者
は
、
旅
券
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

二
百
六
十
七
号
）
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
し
ま

す
の
で
、
そ
の
所
持
す
る
一
般
旅
券
を
平
成
二
十
四
年
五

月
九
日
ま
で
に
外
務
大
臣
又
は
領
事
官
に
返
納
す
る
よ
う

命
じ
ま
す
。

こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
行
政
不
服
審
査
法

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
こ
の
処
分
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

六
十
日
以
内
に
、
外
務
大
臣
に
対
し
異
議
申
立
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法

（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
こ
の
処
分
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
六
ヶ
月
以
内
に
、
国
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て

国
を
代
表
す
る
者
は
法
務
大
臣
と
な
り
ま
す
。）、
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
処
分
を
知
っ
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
処
分
の
日
か

ら
一
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
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